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大日本帝国時代に創建された「海外神社」のいま――
公園で遊具となる鳥居、ジャングルに佇む鳥居、あるいは学校や
教会にかわっても、その参道、石灯籠はかつて神社であったこと
を物語る……。これは日本の風景ではない。かつて大日本帝国が
アジア地域を中心につくった「海外神社」である。その数 1700 余
社が残り、いまだ全貌は明らかではない。
写真家・稲宮康人は台湾、中国、韓国、北朝鮮、ロシア、フィリピ
ン、サイパン島、テニアン島等、14 の国と地域、200 社にのぼる
海外神社跡地を 10 年をかけて撮影してきた。大判フィルムカメ
ラによる80 社 82 点の写真からは、現在に残る「神国」の記憶が
たちのぼる。またあえて、明治以降に作られた国内神社も収録し、
“ あった ”と“ ある”との比較に写真家としてのテーマを求めた。
かつて大日本帝国が、移住した邦人の安穏祈願のため、また版
図拡大の皇民化政策として、台湾や朝鮮半島、南洋群島、満洲国、
東南アジア等に創建したのが「海外神社」である。しかし1945 年
の大日本帝国の終焉とともに「海外神社」は廃絶した。現地人の
放火・略奪、またその混乱をさけて日本人の手で破却されたも
のもあったという。その後、それぞれの国の社会体制の中で、朽
ち果てていくもの、一部が利用されるもの、再建されるものなど、
独自の歴史を刻んでいった。ある種のキッチュさがうかがえるも
のもある。
本書は鮮やかな海外神社跡地写真とともに、長年にわたり海外
神社跡地の調査を続ける中島三千男の最新の論考、あるいは在
りし日の神社写真、詳細な神社解説により、戦前の植民地支配
の実態、戦後のそれぞれの現代史、ひいてはカルチュラル・スタ
ディーズやポストコロニアリズム研究への新たな手がかりとなる
だろう。また大日方欣一による写真論を収録し、現代写真のひと
つの在り方を問う。
神奈川大学非文字資料研究センター「海外神社跡地のその後」
班メンバーによる集大成、知られざる戦後史のフィールドワーク
の成果、〈非文字資料研究叢書２〉。
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